
第５回 UCEE CAFÉ 
 

日本が好きですか？ 

ー格差社会から考えるー 
 
これからの日本はどうなっていくのだろう？ 
格差社会の現実って・・・・・・・？ 
日本を活性化するには？ 
様々な制度が出来て行く中で 
私たちの生活はどうなるの？ 
経験豊かなゲストの方のお話しを聞きながら 
カップ片手に日本の未来を語りませんか？ 

◆日時 
 2011年12月3日（土） １４：００－１７：３０ 
◆場所 
 東京工業大学 石川台3号館 3階 304号室 
◆参加費 
 300円（コーヒー・お菓子代） 
◆ゲスト 
 千代田化工建設(株)（国境なき医師団参加経験者） 
 江藤俊浩さん 
 

 東京工業大学大学院 機械物理工学専攻 助教 
 北岡哲子さん 

◆主催 
NPO法人UCEEネット・UCEEカフェ東工大チーム 
スタッフ  織江章裕（有機・高分子物質専攻）・勝又麗香
（有機・高分子物質専攻）・山本千智（化学工学専攻）・藤巻
綾菜（有機・高分子物質専攻）・一力啓晃（化学工学専攻）・
猪瀬優（化学工学科）大橋友佳（社会工学科） 



Time table 
 

14:00～ スタート・スタッフ挨拶 
 
14:00～14:10 学生に質問 
        身の周りで格差を感じたことは？ 
 
14:10～14:40 ゲストトーク 
 
    （15分休憩） 
 
14:55～15:05 趣旨説明 
 
15:05～15:30 テーブルディスカッション１ 
           各テーブルでまとめ 
 
    （15分休憩） 
 
15:45～16:20 テーブルディスカッション２ 
 
16:20～16:40 発表 
 
16:40～16:55 感想 
 
16:55～17:10 終わりの挨拶・写真撮影 
           打ち上げの案内 
 
17:10～17:30 アンケート回収 
 



CAFÉ 開催の挨拶とスタッフ 

ゲストトーク 

テーブルディスカッションの様子 



グループ発表 ＆ 感想 





まとめ 
 
グループ１ 
・キーワードは「教育」 
・日本人のモラルがなくなってきている点は教育で矯正し
ていくべきではないか。ex.道徳の授業 
・格差に関しては、もっと一人一人が自立して、自分でマ
ネジメントできるようにすべきだ。 
ex.定年退職した人も働くことで年金を削減し、浮いた分を
子どもの教育にまわす 
・モラルや向上心に欠けた若者を増やさないために、小さ
い頃から縦のつながり（ご近所さんなどとのコミュニティ
など）を作っておく。そういったところで、人生経験豊か
な定年後の人達は教育などで地域貢献に関わる。 
 

 
グループ２ 
・親の収入の差がそのまま教育の差になるなどの、学歴格
差が存在する。それをなくすためには、モチベーションを
上げることが必要である。 
・日本のいいところの一つは、協調や助け合いの精神が強
い点。自分以外のものやひとに関心を持ち、その協調や助
け合いの精神を生かせば、好循環が生まれていくのではな
いか 
 



グループ３ 
格差がなくなったら？ナンセンス、あっていいもの！ 
・格差があることを前提としてすすめる。また、将来
リーダーになりうる私たち東工大生として、何ができる
のだろうかを考えた。 
・1.生まれながらにしてある先天的格差ex.親の収入→2.
チャンスがある→3.個人がそれをつかめるかは自己責任 
・社会が助けるべきなのは2.の部分。そのような社会を
作り出せるのはリーダーの力であり、いい社会をつくる
ことといいリーダーを育てることは深く関係している。 
・いいリーダーは、権限と責任が伴っていることではな
いか。 
・いきなり社会に出てリーダーとて判断することは難し
いので、東工大でも学生時代から社会的なことを学ぶ機
会を作るべきだ 
 
グループ４ 
・解決策を3つに分けるとすると、 
1.上がひっぱる 
2.みんなでがんばる 
3.下を上げる 
・北岡先生の息子さんは、生活保護認定の現場で働いて
いて、厳しい現実を目にしている。 
・私たちの小中学校時代には、順位をつけることがあま
りなかったが、競争するということもいい経験になるの
ではないか。 
・他の点については、他班が発表した内容とかぶってい
る。 



記念撮影 



親睦会 ＆ 忘年会 ＆ 送別会 (場所：庄や） 



第５回 UCEE CAFÉ アンケート集計 

アンケートで頂いたご意見の一部を紹介します。 
今後のUCEE CAFÉ企画・運営の参考にさせて頂きます。 
 
◆参加者の内訳 
 性別：男性10名、女性：5名 
 ご職業：学生（学部2名、修士7名、博士1名）教員1名、社会人4名 
 
◆本日のUCEECAFÉの内用について 
 １．非常に楽しかった 12名 
 ２．楽しかった 2名 
 ３．つまらなかった 0名 
 ４．非常につまらなかった 0名 
   無回答 1名 
 
◆ご感想 
 ✑いろんな意見が聞けてよかった。 
 ✑お話ができて楽しかったです。自分の役割を再認識しました。 
 ✑日本のいいところ→よくないところ改善のためにどう役立てるか 
  というディスカッションの流れはとても良かったです。 
 ✑最近このような社会問題について話す機会がもっとあったらなと 
  丁度思っていたところだったので、議論することができてよかっ  
  たです。有難うございます。 
 ✑普段は今回のように日本のことについて話し合うことがないので 
  とても良い機会になりました。また都合が会えば是非参加したい 
  です。 
 ✑人数が多い分刺激がありました。 
 ✑社会問題意識を高めていきたいと思っていて、それが達成できた  
  ので満足しています。 
 ✑学生という恵まれた環境にいる方々の意見を聞ける機会がとても 
  貴重ですし楽しいです。 
 ✑自分が学生だった時よりもよほど問題意識を持ち且つ実行力のあ 
  る学生がいて頼もしく思いました。もう少し時間に余裕があると 
  良いと思いました。 
 ✑切掛けとしては非常に良いと思います。この先はどうする？ 
 ✑理系には余りないので非常に良い機会だった。 
 ✑みな違うバックグラウンドの中で有意義なディスカッションが 
  できました。 


